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	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、筋原線維の組織化の制御に関与するタンパク質をコードしています。このタンパク質は、横紋筋のE3ユビキチンリガーゼ複合体のアダプター成分である可能性が高く、筋形成においてユビキチンを介したβ-カテニンの分解を制御します。この遺伝子の選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。[RefSeq提供、2013年6月],ドメイン：SOCSドメインはTCEB1およびTCEB2との相互作用を媒介し、NHRドメインはユビキチン化基質結合に関与している可能性があります。,機能：筋線維の分化および成熟過程において重要な役割を果たします。タンパク質のユビキチン化を媒介する、SCF様ECS（Elongin BC-CUL2/5-SOCS-boxタンパク質）E3ユビキチン-タンパク質リガーゼ複合体の基質認識成分であると考えられます。基質およびユビキチン結合酵素の認識と配置を介して触媒作用に寄与すると考えられる。筋形成期には、筋鞘に存在するCTNNB1/β-カテニンの特異的プールのユビキチン化と分解を制御する。,経路：タンパク質修飾；タンパク質ユビキチン化。,類似性：NHR（神経化相同反復）ドメインを1つ含む。,類似性：SOCSボックスドメインを1つ含む。,サブユニット：TCEB2/エロンギンB、TCEB1/エロンギンC、CUL5、RBX1、およびNEURL2からなるECS(NEURL2) E3ユビキチン-タンパク質リガーゼ複合体の構成要素と考えられる。CTNNB1と相互作用する。,組織特異性：骨格筋および心筋に特異的に発現する。,
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達；ユビキチンおよびユビキチン様修飾因子；E3ユビキチンリガーゼ
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	NEURL2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト心臓組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	NEURL2抗体を用いたJurkat細胞、COLO細胞、K562細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Neuralized-2ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

